
植生基盤整備技術マニュアル　P.14-P15　

（1）　植生基盤の厚さ

-（略）-

2）　低木（成長しても樹高3m未満の樹木）

低木では有効土層の厚さが50～70cm、そのうち上層の良質土層は30～40cm確保することが望まれる。

3）　芝生・草花

ハイフレームは、上記分類では”下層”基盤に相当する。　上層部は”覆土”を施工するものとする。

同技術マニュアルからハイフレームのセル高は、10cm以上とする。

ハンディー手引き

（8）　反当限度額に置ける注意事項は次のとおりである。

　　　（ア）　安息角の標準は30度とする

上記文献以外でも、一般的な土質の安息角は概ね30度としている。

ハイフレームの寸法

右図の赤線が対象となる対角線長

ハイフレームは展開幅で対角線長も変化するので、展開幅は2.2m（最大対角線長）

対角線長 痩せ代 対角線長痩せ代

14.6 8.0

3.9 2.1

- -

ハイフレームのセル高は、25mmピッチなので、下層部を形成するハイフレームのセル高は125mm以上が望ましい。

法面勾配　と　安息角法面勾配　と　安息角

芝生や草花は、植物の乾燥等に対する環境適応力や植裁地の条件等により判断しなければならないが、旱魃に
耐えられるよう有効土層厚30～40cm以上を基本とし、そのうち常総20～30cm、下層10cm以上を確保することが
望まれる

一方、充填土は安息角で安定する性質があり、法面勾配が安息角より大きい場合には、充填土の”痩せ”分を加味した下層（ハ
イフレーム）厚が必要となる。

勾配 安息角

Lシリーズ Mシリーズ

痩せ角

1：1.0

1：1.5

1：2.0

角度

27.00

34.00

45.00

550 300

30

30

30

15.00

4.00

-

10cm

痩せ代

セル

株式会社ジオベクトル


